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概要   

本研究は、社会的な問題に「創造的な問題解決の方法論 TRIZ/CrePS」を適用した

第 2 報である。前報で、人類文化の「第 1 原理：自由」と「第 2 原理：愛」とに対

立があり、それが人類文化の歴史を通じて未解決の「人類文化の主要矛盾」である

ことを認識し、その対立を調整する可能性を「倫理」に求めた。本報は、社会階層

の根底である「個人（と個人間）のレベル」での、「自由・愛・倫理」の構造を詳し

く考察した。人間の内面は、感覚・感情と「欲・欲求」がベースにあり、「悪の心」

と「善の心」の葛藤がある。「悪の心」に打ち勝ち、根源的な生きるエネルギーと「善

の心」を育む指針が「倫理」である。「自由 vs愛」のさまざまな矛盾は、「倫理」が

不十分なときに深刻化する。「倫理」、特に、「人間としての本質的平等」を中心とす

る「基本的人権」の概念が、主要矛盾「自由 vs愛」を解決する鍵である。 

 

0. はじめに 

本研究は、社会的な問題に「創造的な問題解

決の方法論 TRIZ/CrePS」[1] を適用した第 2報

である。前報[2]では、日本社会における貧困の

問題を考察し、国民の意識の中にある「自己責

任論」と「助け合い精神」との対立が問題の根

底にあることを認識した。その対立が、「競争に

勝ち、生き残る」ことを目指す「自由」の原理

と、「他を助け守り、協調する」ことを目指す

「愛」の原理との対立であること。さらに、人

類文化において第１原理の「自由」と第２原理

の「愛」とが矛盾を内包し、「自由 vs愛」が「人

類文化の主要矛盾」であり、人類文化の歴史を

通じて未解決であること、を認識した。また、

自由と愛の両者を動機づけ調整しうるものが

「倫理」であると考えた。 

本研究では前報の考察をさらに進め、社会シ

ステムの階層の一番根底にある、「個人（および

個人間）のレベル」での、「自由・愛・倫理」の

構造を考察した。考察の方法として、一人の人

の成長を年令時期（乳児・幼児期、学童・少年

期、青年期、壮年期、老年期）で特徴づけ、そ

の内面と行動のパターンを「自由・愛・倫理」

の観点から理解した。ついで、これらに顕われ

た内面と行動を特徴づけるキーワードを多数列

挙し、「札寄せ」法でその関係を「見える化」し

て、「自由・愛・倫理」の内部構造、矛盾・対立

の構造を考察した。さらに、その考察結果を文

章として書き出し、前報を補強・発展させた新

しい理解を得、「仮説」としてまとめた。 

図１に「自由・愛・倫理」の構造の図示を示

し、1節以下に得られた理解を整理して述べる。 

なお、本研究テーマでは、（古今東西無数の人

びとの考察・著述がある）個別項目に立ち入る

ことをせず、全体的な構造の明確化に努める。 

 

1.  人類文化の第０原理:「倫理」 

1.1  人間の内面の根底と、人類文化の第０原

理としての「倫理」 

人間の内面の根底は、感覚と感情をベースにし、

さらに生き物としてまた人間的な「欲・欲望」を

含んでいる。それは、生きるエネルギー、特に人



 

 

図 1．人類文化の主要矛盾：「自由・愛・倫理」の構造 （個人（間）のレベルを中心に） 

 

間としての根源的な欲求（幸せを求め、自己実

現を求める欲求など）を内在し、誠実、情熱、

優しさなど、人の「善の心」の基になっている。 

しかし、人間の「欲・欲望」には、他を害して

も自分が得しようとする「悪の心」につながる

面がある。人間の内面にはこのように「善の心」

と「悪の心」が同時に存在し、互いに矛盾し、葛

藤している。この内面の葛藤において、何が「善」

で、何が「悪」であるかを示すのが「倫理」で

ある。それは人の人生の指針をなすと同時に、

社会の指針の基礎でもある。この認識から、本

研究で「倫理」を人類文化の第０原理と呼ぶ。 

1.2 「良心」の先天性と「倫理」の後天性 

何が「善」であり、何が「悪」であるかとい

う内容（すなわち、「倫理」の中身）は、時代と

社会によって異なるものであり、それぞれの時

代の社会で作られ教え込まれてきた。そしてそ

れらが相互に影響を与えつつ、人類文化の歴史

と共に発展してきた。では、人類文化で共通の

もの、DNAに組み込まれ先天的なものはないの

か？私は、「良心」がそれだ、と考える。「内心

において善悪を見分ける（先天的な）心の能力」

をここで「良心」と呼ぶ。（なお、このような先

天的能力の仮定は、言語能力の場合を参考にし

ている。すなわち、赤ん坊は、生まれの遺伝背

景によらず、どこで育てられても育てられた家

族・地域の言葉を理解し話せるようになる。言

語そのものは後天的に学ぶのだが、言語を理解

し話せるようになる能力は先天的に備わってい

る。）「良心」を人類が共通に持っているという

理解は、人類文化を考えるときの大きな拠り所

となる。 

1.3 人類文化における「倫理」の位置づけ 

人類の文化は、この「倫理」を土台にして発展し、

自分で判断し行動して最大限の自己実現を目指す

「自由」の伸展と、他者を愛し助け守ってみんな

の幸福を実現しようとする「愛」の拡張（普遍化）

に向かって進んできた。しかし、「自由」と「愛」



 

のそれぞれにもまた相互にも対立・矛盾があるこ

とが明確になっている。それらの矛盾を調整する

(解決する）ための拠り所となるのは、土台にある

第０原理の「倫理」であると考えられる。 

1.4  「倫理」の中核概念としての「基本的人権」 

「倫理」に近い日本語として「道徳」があるが、

そこには（旧来の身分関係・主従関係を前提とし

た）社会ルールへの「従順」「服従」というニュア

ンスが強い。しかし、人類文化の歴史の中で「(人

間の本質的な）平等」という概念が得られ、さら

に明確化されて、現代では「基本的人権」が人類

文化を調整する基本的な（明示された）「倫理」概

念になっている。この意味で、古い「道徳」の「服

従」思想を克服した「倫理」観が大事である。 

「自由」と「愛」の両者を動機づけ、両者の矛盾

を調整するのが「倫理」であるという認識は、「自

由」と「愛」が、「基本的人権」で代表される「倫

理」を尊重する（「基本的人権」を損なわない）こ

とを要請する。 

1.5  第０原理「倫理」の本質：「すべての人

に幸福追求の権利がある」  

「倫理」を端的にいうと、「すべての人に「幸福

追求の権利」がある」、という原理である。 

 

2.  人類文化の第１原理:「自由」 

人類の文化は、「自由」を第１原理とし、その伸

長を主要目標とする。 

2.1  「自由」は、「自分で判断し、自分で行

動して、生きる」こと 

第１原理の「自由」は、各人が「生きる」ため

に、「自分で判断し」、「自分で行動する」ことであ

る。それを最大限に伸展させることを目指す。そ

れは「主体性」と言ってもよい。 

「自分で判断する」ことは、判断を他の人に依存

しないことであり、自分が「生きる」ためには（「生

き残る」ためには）、自分でその場その場でベスト

の判断をし、その責任を自分で負うことである。

これは、新しい考え、独自性のある考えを生み出

す可能性がある。そのような新しさが、人類文化

を新たに発展させていくのだと、理解されている。 

さらに、「自分の判断」をベースに、「自分で行動

する」。自分でベストと考える行動をすることが、

自分の自我を主張し獲得するための、つまり自分

が「生きる」(「生き残る」）ためのベストのやり

方だと、この第１原理では理解されている。もち

ろんどの行動にもさまざまな影響があり、リスク

があるから、成功することも失敗することもある。

それを承知で、よく考えて(判断し）行動する、そ

の結果に自分が責任を負う、というのが、「自由」

の原理である。 

2.2 「自由」同士の対立：「競争」の必然、「競

争に勝つ」努力 

自分の「自我の主張」（すなわち、「自由」の主張）

は、多くの場合に他の人の「自我の主張」と対立

する。人間が「欲しいもの」の対象（例えば、食

料、住居、結婚相手、就職のポスト、など）は有

限だから、そのような対立が必然的に起こる。そ

の対立は、「競争」として現れる。 

「自由」の原理は、そのような「競争に勝つ」こ

とを目指す。実際の人間社会では、競争者の間に

有利・不利の差があることはしばしば起こる。そ

の不利をも克服して「競争に勝つ」ことを目指す

のである。競争の「勝者」は、自分が欲していた

ものを獲得し、「敗者」にはそれが得られない（最

悪の場合には自分の生命をも失う）。 

そこで、自分が適切に判断し、それを行動に移し

て、よい結果を得ることができるためには、（「競

争」の場では特に）自分がしっかり判断・行動で

きるような力（実力）を備えなければならない。

実現したいと思うこと（「自我主張」の内容）に応

じて、知力も経験も体力も資源も（そのような実

力の一部として）必要であろう。 

2.3  「競争社会」と「格差」 

「競争に勝つ」ことを目指す「自我」（「自由」）

の主張が、むき出しで現れると、「競争」はどんど

ん熾烈になる。例えば、受験競争は受験者の平均

レベルが上がるほど一層厳しくなるし、商品の販

売競争・価格破壊競争でも同様であり、人間が富

を求める金銭欲には際限がない。そして、「競争」

が激しくなると、「弱肉強食」のぎすぎすした社会

になる。勝者は次の競争でより有利になるから、

勝者と敗者の立場の差が「格差」として社会的に

拡大していく。 

2.4  「社会的勝者」による「支配」：新しい



 

「社会ルール」とその「保守」 

社会的な（いくつもの）競争に勝った「社会的勝

者」は、「社会的敗者」を「支配する」。これは社

会システム（組織や制度）の場合に顕著である。

「勝てば官軍」の諺があり、「勝者」の利害に応じ

て、「勝者」に都合がよいように、社会的ルールが

作られていく。また、このことは個人同士のレベ

ルでも起こる。子供の中でのガキ大将、少年期に

顕著ないじめ、部活動での先輩と後輩、職場での

ベテランと新人、家庭内暴力 (ドメスティックバ

イオレンス(DV)）など、いろいろなところで見ら

れる。このような「勝者」は、「支配者」として自

分が作った体制(社会ルールなど）の温存・現状維

持を望む。それは、「保守」の立場であり、（「理想

主義」と対置した）「現実主義」の立場である。 

2.5  支配された状況からの「解放」と「革

新」 

一方で、「社会的敗者」であった者には、支配さ

れた状況、抑圧された状況から「解放」されるこ

とが、自分（たち）の大きな利益である。そこで、

現状を打破する、現在の社会ルールを「改革」す

ることが、「自由」が目指す大きな目標になる。そ

れは、「革新」の立場であり、一つの「理想主義」

の立場である。このような「革新」が人類文化の

歴史の発展を特徴づけてきた。 

2.6 人類文化における「革新」：「自由」の意

義 

なお、このような社会的な革新でない場合にも、

「自分で判断し、自分で行動する」ことが、 (科

学技術や芸術など）文化的な革新を生み、発展を

生むと理解されている。独自性、新規性のある科

学認識や技術や芸術を生むからである。「イノベ

ーション」は「自由」にとっての大きな目標であ

る。この意味で、「自由」が人類文化を発展させる

ための重要な原理、必須の原理、とみなされる。

そこで、「自由」を人類文化の第１原理と呼ぶ。 

2.7 第 1原理「自由」の本質：「自分（たち）

の幸福・利益を追求する」 

「自由」を端的にいうと、「自分（たち）の幸福・

利益を追求する」原理である。 

 

3． 人類文化の第２原理：「愛」 

人類の文化は、「愛」を第２原理とし、その普

遍化を主要目標とする。 

3.1 「愛」は、「各人がその子を愛し、家族を

愛し、隣人を愛して、助け、守る」こと 

第２原理である「愛」の原形は、母の子に対す

る「愛情」である。それはもともと、生き物とし

てのヒトがその子孫を残すために、子を守り育て

る本能的行為である。母は生まれてきたわが子に

対して自然に（本能的に）可愛がり、母乳を与え、

危険から守り、育てる。その愛は幼児・学童期は

もちろん、子どもが自立して以後も続くのが普通

である。子どもは、母および家族の愛を感じつつ

成長するのが、望ましい姿である。 

このような「愛」が、親から子に向かうだけでな

く、家族に対し、隣人に対して向けられ、さらに

いっそう広くすべての人に向けられ、かつ双方向

になることことが、第２原理としての「愛」の普

遍化の方向性である。 

3.2  「愛」は「助け合う」、「与える」、「協力

する」 

「愛」には、「助ける」という面がある。（わが子

だけでなく）弱い者、困っている者に対して、（少

しでも余力がある者が）金銭や助言や助力を与え

て助ける。さらに相互に助け合う、お互いの不足

しているもの、困っていることを補いあう。その

助け合いを家族だけでなく、隣人、友人などに広

げていく。これが第２原理の「愛」の本来の方向

である。 

「愛」は、相手に「与える」こと、奉仕すること

が基本である。このような「愛」は、人と人とが

触れ合う、コミュニケーションを取ることが前提

になる。その中でお互いを理解して、一方向から

双方向になり、「協力する」ことに発展していく。 

3.3  「愛」は「調和」を求め、一部の「自

由」を抑制する 

「愛」には、自分の周りの人たちの「調和」を作

るように、調整していこうとする働きがある。自

分が、親のように振る舞い、助け、守り、奉仕す

ることによって、その人々のグループ（「身内」）

に調和ができるかもしれない。 

しかし、関係する人々の人数が増え、多様性が増

大して、それぞれが欲すること（「自由」の主張）



 

が違ってくると、だんだん調整が難しくなる。一

つのやり方は、自己主張する人を「なだめ」て、

グループ内に留まらせることであるが、それは多

少の不満を内包することになる。もうひとつのや

り方は、自己主張する人の主張を基本的に認めて、

他のグループメンバーに理解を求める（場合によ

っては「なだめる」）ことである。これらの場合に

は、「愛」による「調和」の志向が、グループ内の

人々の「自由」の主張の間に「妥協」を作ろうと

することになり、（特に激しく主張する）一部の人

の「自由」の追求と対立（矛盾）することになる。 

3.4  多様性（多様な「自由」）を尊重した「協

調」（「愛」） 

もっと望ましいのは、グループの各メンバーが互

いの主張や利害の違いを認めたうえで、相互に相

手を尊重し、グループとして「協調」することが

有益であると認識することである。特に、互いの

違いが相互の足りないところを補い、互いにより

よくしていくようにする（また、そう認識する）

と非常に良い。これらは、多様性をベースにした

上での相互協力であり、相互の「自由」に対する

理解と「愛」が働いた望ましい姿である。 

あるいはまた、一部の自己主張（「自由」）が新し

く有益であるという場合には、その一部を従来の

グループから「独立」（スピンアウト）させた上で、

（緩い）連携を持つことが有益であろう。 

3.5  もう一つの「愛」の原形：性愛・結婚 

「愛」の原形には、母の子に対する愛情の他

に、子孫を作る生殖のための性愛がある。これ

は生き物としての根源的な本能の一つだから、

性欲も対象者選びも本能的・感情的な面が強い。

排他性・支配欲が伴い、相手を巡って他者と強

い競争関係になることも多い。良い伴侶を得て、

結婚し、結婚生活を全うすることは、人生の大

きな課題であり、社会的安定の基礎でもある。 

3.6 「愛」は「身内」を守るために、「外部

に対抗する」性質がある。 

「愛」のもう一つの面として、（自分の子どもや

家族に限らず）自分たちのメンバーを、外部の危

険から「守ろう」とする働きがある。そのために

は、守るべきメンバー（「身内」）を明確にし、外

部に対して「壁」を作って、外部からの危険を防

ぎ、さらに外部に「対抗」しようとする。そのと

きに「身内」の結束を強める目的で、「身内」の中

での意見や行動を統制する（すなわち、「自由」を

束縛する）ことがある。これは「保守」の立場で

あり、「現実主義」の立場である。 

3.7 「身内」を守ろうとする「愛」は、一つ

上の社会レベルで「対立」を作り出す。 

さらに、上記の「身内」を一つの（社会）組織と

考え、一つ上の社会レベルでの一つの活動単位と

考えると、そのレベルで新しい組織間の対立（競

争や戦い）が生じていることが分かる。最も分か

りやすい例は、一つの国民の「愛国心」とその隣

国の国民の「愛国心」とが数々の戦争を引き起こ

している歴史である。 

3.8 「博愛」：「格差」の是正と社会の「革新」 

多くの人々の中に「格差」があり、不当に不利な

あるいは恵まれない人々がいるときに、それらの

人々に「愛」が及ぶようにしようというのは、

「愛」の本来の考え方である。「愛」の対象をでき

るだけ広げること、すべての人に「愛」を及ぼす

こと（「愛」の「普遍化」、「博愛」）は、第２原理

「愛」の本来の方向である。現実社会をそのよう

な方向に変えていこうとするのは、「革新」の立場

であり、「理想主義」の立場である。「愛」を広げ

ていこうとする視野が国際的・世界的になるとき、

それは「平和」を希求する立場、「平和主義」につ

ながる。 

3.9  第 2原理「愛」の本質：「みんなの幸福・

利益を追及する」 

端的にいうと、第２原理「愛」は、「みんなの幸

福・利益を追及する」。ここで注意するべきは、「み

んな」という言葉で認識されている人々の範囲で

ある。これは広い意味での「身内」であり、それ

が「全世界のすべての人」を意味するのはずっと

上のレベルである。 

 

4．「自由」と「愛」の対立・矛盾 

いままでに、「自由」について述べた中で「自由」

の内部にある対立・矛盾に言及し、同様に、「愛」

の説明の中で「愛」の内部にある対立・矛盾に言

及した。本節ではさらに、「自由」と「愛」の間で

の対立・矛盾について述べよう。基本的には、「自



 

由」が「自分（たち）の幸福・利益」を追求しよ

うとするのに対して、「愛」は「みんなの幸福・利

益」を追求しようとすることの、対立・矛盾であ

る。 

4.1 ある人の独自の判断と行動（「自由」）を、

別の人の「愛」が止めようとする 

最初の対立は、ある人の独自の判断と行動に対し

て、その周りの人（特に親や先生など）が危うい、

誤っているなどとして、止めようとする場合であ

る。周りの人が保護的・指導的立場にあり、経験

豊かな場合に典型的に起きる。「あえてリスクを

取り、行動することが、将来の成功の糧だ」とい

うのが「自由」に基づく立場である。「失敗は目に

見えている、失敗したときのダメージが大きいか

らやめよ」というのが「愛」に基づく立場である。

どちらが適切かは、場合によって異なる。 

4.2 「助け合い」「協力」を求める「愛」に、

「自由」が協力を拒否する 

対立の第二は、「愛」がその（「身内」の）メンバ

ーに対して、（「みんなの幸福・利益」のために）

「助け合い」や「協力」を求めた場合に、メンバ

ーが「自分の利益に合わない」として拒否すると

きである。「自由」は「自分の幸福・利益」を最大

限に求めるから、この対立はしばしば起こる。 

4.3 「勝負」「戦い」での決着（「自由」）を、

「愛」は「平和的に」避けたい 

対立の第三は、「自由」が「競争」によって「勝

ち負け」をつけようとする場合である。それは「自

由」にとっては当然の方法である。一方「愛」は、

無用な「競争」「勝負」「戦い」を避けて、何らか

の方法で「調整」「協調」「調和」「平和」を実現し

ようとする。しかし、「愛」が具体的に提示し、競

争・勝負に臨もうとする当事者たちを納得させる

ことができる実際的な方法はそう多くない。「調

停者」「裁定者」として当事者たちから信頼され、

その「調停案」が当事者たちを納得させるもので

なければならない。 

4.4 「社会的勝者」が作る「社会ルール」に、

「愛」が異議を申し立てる場合 

対立の第四は、「社会的勝者」が自分たちに都合

がよい新しい「社会ルール」を作り、支配者とし

てその体制を維持しようとする段階である。これ

は「自由」の立場での当然のやり方である。この

とき「愛」は、その新しい「社会ルール」や支配

の体制が、「みんなの幸福・利益」の観点から適切

かどうかを問題にする。そして適切でないと判断

すると、「みんなの幸福・利益」「博愛」の立場か

ら反対の意思表示（新しい社会運動など）をする

ことになる。 

4.5 「抑圧からの解放」の運動（「自由」）に、

「愛」が反対する場合 

対立の第五が起こり得るのは、「社会的敗者」が

「抑圧からの解放」「現状打破」を掲げて、「革新」

の運動を起こす場合である。このとき「愛」は、

その運動が抑圧されていた人々を解放しようとし

ている点では同調する。しかしその運動が新たな

（大きな）不幸を生じさせる恐れがあるときには、

反対を表明するだろう。 

4.6 「愛」が「身内」の団結を求めて、メン

バーの「自由」を束縛する場合 

対立の第六は、「外部」からの脅威や攻撃に対し

て対抗するために、「愛」がその「身内」の団結を

求め、メンバーを束縛しようとする場合である。

メンバーにとっては、その「考え」や「行動」を

束縛され、「自由」を失うことになる。 

4.7 「愛」の「身内意識」が、外部の人の考

え・行動（「自由」）を排除する場合 

対立の第七は、「愛」が認識している「身内」に

対して、「外部の人」の処遇の問題である。「愛」

の「身内意識」が強く、偏狭である場合には、「外

部の人」ははじき出され、疎遠にされ、人間的な

対立が起こるであろう。 

 

5． 「自由」と「愛」に対する「倫理」の役

割 

さてここで、「倫理」の理解に立ち戻って、その

役割をさらに深く考えておこう。第１原理の「自

由」と第２原理の「愛」との両方を「動機づけ」、

また「自由 vs愛」の主要矛盾を（解決するために）

「調整する」のが「倫理」である、と考えている。

その内容をさらに深く考察する。 

5.1 「倫理」自身の理解が、人類文化の歴史

の中で発展してきている 

人間の内面（内奥）においては、「感情」と「欲・



 

欲望」があるが、それは「悪の心」と「善の心」

（「自己実現」などの人間的欲求を含む）の両方を

生じ、その葛藤を持っている。この両面とその葛

藤を認識したうえで、人間の根源的なあり方（あ

るべき姿）の指針を示すのが「倫理」である。「倫

理」は「何が善で、何が悪であるか」を示し、「悪

から善に向かわせる」指針である。 

しかし、「何が善で、何が悪か」の中身は、時代

により、社会によって異なる。人々はその善悪の

考え方を後天的に社会から教えられて、基本的に

はそれに従って（従わされて）きた。人類文化の

歴史は、時代と社会で異なる多様な「倫理」を抱

き込み、相互に影響しつつ進んでいる。それがあ

る程度の方向性を持っていると考えられるのは、

「内心で善悪を判別できる心の能力」としての「良

心」を人類が先天的に持っているからであろう。

この意味で、人類文化の歴史が、より望ましい「倫

理」の理解へと進んでいるものと考えられる。 

5.2 個人の心の中で「倫理」が適切に理解さ

れ、実践されることの重要性 

個人個人の心の中で「倫理」が適切に理解され、

それが実践されることが、人類文化の二つの主要

原理「自由」と「愛」が本来の姿で実践され発展

するために最も重要なことである。以下に、「自

由」の中、「愛」の中、「自由」と「愛」の間にあ

る対立・矛盾を解決するために、「倫理」がどのよ

うな役割を果たすかを考察しよう。 

5.3 不十分な「倫理」（の理解）は、「自由」

の精神を損なう 

まず、不十分な「倫理」が、「自由」の精神を損

なう例は、枚挙に暇がない。 

すなわち、（「主体性」に反する）消極性、無

気力、追従、他人依存、無責任、付和雷同、大

衆迎合、など、（「独自性、新規性」に反する）

先例踏襲、ありきたり、陳腐、二番煎じ、模倣、

など、（「挑戦的」に反する）無難、萎縮、など。 

また、「競争」に際して、不適切な「倫理」は

いろいろな不正を働く。例えば、裏口入学、カ

ンニング、試験問題漏洩、ドーピング、妨害、

判定操作、ルール違反、買収、収賄、など。 

「自分の利益の獲得」に際して、もっと大規

模な不正もある。例えば、脅迫、買収、収賄、

追い落とし、文書偽造、扇動、詐欺、強盗、殺

人、など。 

「社会的勝者」による「新しい社会ルール」

作りにおいて、不適当なルール（制度）も（歴

史的に見れば）いろいろある。例えば、奴隷制、

君主制、身分制度、家父長制、制限選挙（普通

選挙でないもの）、植民地制、など。 

「現状打破」の運動においても不適当な「倫

理」理解が現れることがある。例えば、運動す

る側の武装蜂起、テロ、など、それに抵抗する

側の言論統制、弾圧、など。 

5.4 「自由」の土台となる「倫理」：「基本的

人権」と「本質的平等」の概念 

「自由」が第１原理として尊重されるためには、

人の内面において、「倫理」が正しく理解され、本

来の人間的欲求（自己実現など）を追及する「自

由」であり、人間の「悪の心」の欲求を追及する

「自由」であってはならない。 

これを保証するための具体的な指針は、「自由」

の主張と競争の場に、（明文化された「倫理」とい

うべき）「基本的人権」の順守を掲げることであろ

う。すなわち、すべての人々の「基本的人権」を

守ることを「自由」の主張とその追求の大前提に

することである。 

なお、これに関連して、旧来の「道徳」が身分社

会を前提にして「服従・従順」を第一とする「倫

理」であるのを脱却して、「人としての本質的な平

等」を大前提とする「基本的人権」を主とした「倫

理」観に進むべきである。さらに、「平等」概念に

も明確化が必要であり、「画一的平等」とは異なる

「本質的平等」の概念と具体的な扱い方の理解を

普及させることが大事である。 

5.5 不十分な「倫理」は、「愛」の精神を損

なう 

同様に、不十分な「倫理」は、「愛」の精神を

損なう。 

すなわち、（「愛情」に反して）無関心、嫌悪、

冷酷、虐待、など、（「助ける」に反して）無視

する、放置する、など、（「守る」に反して）、

見捨てる、など。 

また、「愛」がグループ内の人々の意思を「調

整」しようとするのに対して、不十分な「倫理」



 

の反応には、固執、拒否、非協力、利己主義、

無理解、無関心、冷淡、などがあるだろう。 

5.6 「愛」の土台となる「倫理」：心の中の

「愛」と「広い心」 

第２原理の「愛」がその本来的な役割を果たす

ためには、それに関わる人々が「倫理」を適切に

身につけている必要がある。「愛し、助け、守る」

ことは、本来人間の根源的な性質（感情、欲求）

であり、すべての人がその心の優しさとして、持

っているものと期待される。それがあれば、グル

ープ内で（そしてすべての人々と）助け合い、協

力し、調整することができる。さらに、利己的な

「自由」の主張を避け、「自由」と「愛」との対立

の大きな要因を減らすことができる。 

「愛」は、その対象を広げる、普遍化することを

目指す。その障害になるのは、「愛」自身のもつ「身

内」意識である。家族だけでなく、地域の人々、

同国の人、世界中の人種も言葉も違う人々に広が

っていく必要がある。（そうでないと、「愛国心」

同士が戦争を起こす。）このためには、「人間とし

ての本質的平等」の「倫理」を持ち、また世界の

状況を知り、世界の人々とのコミュニケーション

に努めることが大事である。 

5.7 経済的「格差」の問題と「富の再配分」

の問題の認識 

もう一つ言及するべきは、人間の欲望、特に金銭

欲に際限がないことである。現代世界では、金銭

が「社会的勝者」を決める最大の要素であり、「富

める者」こそ「社会的勝者」であり、彼らに都合

がよい社会制度になっている。それが資本主義経

済であり、それを中核とした資本主義社会である。

これが日本でも世界でも大きな格差を生み、沢山

の問題を引き起こしている。この点を変革して、

「富の再配分」をもっと明確に組み込んだ社会制

度が望まれる。これは「自由」のあり方の問題で

あり、「愛」の問題、「倫理」の問題でもある。 

 

6．まとめ 

第０原理の「倫理」は、まず個人の内面に関

わり、「欲」や「悪の心」との葛藤で、「善の心」

に導くことを目標とする。また、すべての人が

守るべきものとして、（「（人としての基本的な）

平等」を中核とする）「基本的人権」の概念が明

確になった。 

第１原理の「自由」は、自分の判断で行動し、

競争に勝つことを目指す。それが文化的、社会

的な革新をもたらせる。一方、競争の社会的勝

者が自分たちに都合の良い社会ルールを作り、

支配者として保守の体制を作る。競争に際し、

また社会ルールの作成に際して、「基本的人権」

の導入が大事である。 

第２原理の「愛」は、人を愛し、助け、守る

ことである。その優しさの心は、本来、人の「倫

理」の一部である。助け合いは社会の革新を目

指す。ただ「愛」には「身内を守る」ために外

部と対抗する性質があり、偏狭になる危険もあ

る。「愛」の普遍化と、「基本的人権」の概念の

適用が大事である。 

個人のレベルでの「自由・愛・倫理」のあり

方を正しく認識し、世界で共有していくことが、

人類社会、人類文化を発展させる基礎として、

大変重要である。 

本研究は、TRIZ/CrePSの方法論、特にそのシ

ステム思考と矛盾考察の考え方を用いて、輻輳

した社会問題の根底に横たわる、人類文化の思

想的な根本問題を考察し、以上に述べた基本仮

説を導いた。今後、個人のレベルより一階層上

の、グループや組織のレベルでの「自由・愛・

倫理」の構造の考察に進みたい。 
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